
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、本
会
の
運
営
並
び
に
地
域
福
祉
活
動
に

ご
支
援
を
賜
り
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、国
・
市
の
施
策
の
動
向
で
は
、「
地
域
共
生
社
会

の
実
現
」に
向
け
た
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま

す
。こ
の
実
現
の
た
め
に
は「
分
野
ご
と
の
制
度
で
は
対

応
で
き
な
い
相
談
へ
の
支
援
」、「
誰
も
が
主
体
的
に
参
加

で
き
る
た
め
の
支
援
」、「
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」

の
３
つ
の
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
重
層
的
支
援
体

制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
も
、民
間
の
地
域
福
祉
の

行
動
計
画
で
あ
る「
北
九
州
市
地
域
福
祉
活
動
第
六
次

計
画
」に
基
づ
き
、そ
の
二
年
次
の
取
り
組
み
と
し
て
、地

域
住
民
と
関
係
機
関
・
団
体
が
参
画
し
て
進
め
る
生
活

支
援
活
動
の
推
進
な
ど
、『
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
』を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
で
は
、引
き
続
き
予
断

を
許
さ
ぬ
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。皆
様
が
手
を
取
り
合

い
創
意
工
夫
し
、こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た「
つ
な
が
り
」を

よ
り
一
層
強
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

地
域
住
民
、関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
に
は
、更
な
る

地
域
福
祉
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、新
し
い
年
が
佳
き
一
年
に
な

り
ま
す
こ
と
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
賀
新
年

令和 年4

北
九
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

門
司
区
事
務
所

　
運
営
委
員
会  

会
長
　
進
　森
太
郎
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共同募金の
　使い道

　当会は、肢体障害者、視覚障害者、言語聴覚障害者、喉摘者及びボランティアを主とした
団体です。 障害者にとって、環境整備や災害時の避難、支援体制等課題はたくさんあります。 
当会でも、どうやったら地域住民に理解が深まるかを模索しているところです。
　今回のコピー機は、障害者に障害者福祉に関する情報を逐次提供する必要があり、とても
役に立っております。 ありがとうございました。

　門司身体障害者福祉協会では会員の親睦や互助活動を行っています。
　入会希望の方や話を聞いてみたい方は、おつなぎいたしますのでご連絡ください。

　以前より課題でしたコピー機の老朽化により、機器の更新及び周辺資材整備費用として
役立たせていただきました。 令和2年度はコロナウイルスの影響ですべての事業が中止とな
り、寂しい思いもしましたがこんな時だからこそ、どうやったらみんなとつながることができ
るかを考え、暮らしに役立つ情報発信や広報紙の発行に重点をおきました。
　情報提供に関する資料については、肢体障害者には情報をコピーし発送、視覚障害者には
点字作成やデジタル情報にて提供、聴覚障害者にはFAXを活用し情報提供を行っています。

みなさんは共同募金がどのように使われて、どのような役に
立っているか知っていますか？
今回は皆様の募金から事業助成を受けている、門司区身体障害者福祉協会の
土井雅嗣会長に共同募金の使い道についてお話をお聞きしました。

　コロナ前の令和元年度は定期総会、生活行動訓練事業としてりんご狩りの体験や年初め
には防府天満宮へ参拝に行き、会員の社会参加・親睦を図りました。 事前に下見に行き、車
いすでの移動がスムーズにできるかや障害者用トイレの設置場所を確認して、事前準備を
しっかり行っています。 介助ボランティアの参加や聴覚障害者が肢体障害者を支援したり
と、参加者みな和気あいあいでたくさんの笑い声が聞こえました。

門司区社会福祉協議会
☎093-331-3688連絡先

　皆様から寄せられました募金は、福岡県共同募金会を通じて、地域福祉活動
や災害時支援、各種社会福祉団体に配分され地域福祉活動事業推進のために
役立てられています。令和2年度の赤い羽根共同募金の募金額6,253,871円の
うち4,146,500円が門司区の地域福祉事業に役立てられています。

　今後とも、赤い羽根共同募金、歳末たすけあい運動へのご理解とご協力をよ
ろしくお願いします。

福岡県共同募金会門司区支会、 北九州市社会福祉協議会 門司区事務所

高齢者部門
障害児・者部門
児童・青少年・母子部門
住民福祉部門

280,000円
70,000円
307,000円
3,489,500円
4,146,500円合　計

令和２年度の共同募金の使い道を教えてください。

コロナ前はどのような事業をされていましたか。

土井雅嗣会長より一言

　門司区民生委員児童委員協議会では、昨年12月18日に全体研修を開催することがで
きました。全体研修では、判断能力の不十分な人が地域で安心して暮らせるよう支える
しくみである「権利擁護」をテーマに学びを深めました。北九州市社会福祉協議会「権利
擁護・市民後見センターらいと」より講演をいただき、地域福祉権利擁護事業の取り組み
から、認知症や知的障害等で判断能力が不十分であっても、日常的な金銭管理やサービ
ス利用支援等の支援により、その人らしい生活が送れるようになった事例も紹介されま
した。 一方で、自己決定の尊重・最善の利益の確保といった、本人の意思をできる限り尊
重しながらも最善の利益を確保するという難しさも学びました。

地域福祉権利擁護事業については

北九州市社協　らいと 検 索

▲ 配分金で購入した周辺資材

▲ 発行した会員向け広報紙

令和3年度 赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動への
みなさまのご協力ありがとうございました。

全体研修開催 ～地域での暮らしを支える権利擁護のしくみ～
20



　北九州市の中でも特に門司区は年々、高齢者が増えてい
ます。 それに比例して、送迎サービスの利用者も増えていま
す。 その運行に当たり、送迎ボランティアとして活躍して下
さる方々を大募集しています。

　殆どの児童が車いすを初めて扱った様子でしたが、ペ
アや3人1組で協力しながら学習しました。 また、疑似の
装具を手足に着け、杖を使い歩くことで、高齢者の気持
ちを理解して、手助けの練習ができました。
　1月には、港が丘小学校と門司中学校でも開催予定。

　活動できる日時を調整して、無理のない活動ができます。
　※運転ボランティアは事前研修あり。
⇒次回の【福祉有償運送運転協力者研修】
●福祉車両　2月26日（土） 9：15～18：25
●セダン型　2月27日（日） 9：15～11：45
　※体験乗車は随時、受付中です。

門司区ボランティアセンター
☎093－322－2966お問い合わせ先

● 5 日　白野江小学校　4年生　車いす・アイマスク体験
 　　　　　 　　5年生　高齢者疑似体験
●11日　門司中央小学校 4年生　車いす・高齢者疑似体験
●26日　小森江東小学校 4年生　車いす・視聴覚障害・
　　　　　　　　　　　　　　　高齢者疑似体験

⇒日本赤十字社福岡県支部様や社協職員が講師となり、
　コロナ対策の上、45分授業×2時限での開催。

●運転・同乗ボランティア大募集中！

⇒昨年の11月27日（土）6団体22名参加（全体では53名で活動）

　松ヶ江福祉の郷にある5施設での屋外活動
　（外周清掃、窓ふき、除草、洗車など）
　当日はとてもきれいな青空で、空気も澄んでいました。 門
司区市職員ボランティアの会の活動で、清々しい気持ちにな
りました。

●今年度も、社会福祉活動に参加しました！

【例えば、電球交換や家具の移動など】
※掃除・草抜きなどの家事援助は不可。
※原材料費は利用者負担となります。

●高齢者・障害者のみの世帯でおうちの中の
　ちょっとした「困った」のお手伝いをします。

●令和4年度に向けて、ボランティアガイドブックを作成し
　ます。 2020版に掲載されている団体には、ご案内をお
　送りします。

『人のための行動は、自分のためになる行動』

●家庭や学校、職場や地域コミュニティの場で
　ワンチームとなって収集活動にご協力下さい。
　※量の多い場合は、引き取りに伺います！

●昨年11月、区内3校で「福祉体験学習」を行いました。

新規に掲載希望のグループを募集中です

●プルタブ（リングプル）
●使用済み切手や書き損じ
　はがき
●使用済みインクカートリッジ
●使用済みカード各種

⇒皆様からの善意はまとめて、
　換金の上、地域福祉活動に
　役立てています。 

▲ 青空をバックに集合写真

▲ 湖月門司店でプルタブ収集
　 ありがとうございます！

▲ 段差のある場所で車いす操作▲ 視覚障害者体験▲ 高齢者の疑似体験▲ 車いすの扱い方を学習

▲ 除草作業

今年度も区内の小中学校での『福祉体験学習』を開催しています！

シルバーひまわり送迎サービス収集ボランティアのご協力を！

腕自慢ボランティア活躍中！

門司ボランティアガイドブック2022

ボランティア連絡協議会だより

門司区ボラセン

門司区社協ボランティア・市民活動センター
門司区清滝1-1-1（門司区役所2階）
TEL FAX322-2966 331-5994

門司区社協ボランティア・
市民活動センター広報紙

◎このページの記事に関するお問い合わせ先はこちら⇒



仕事に
関すること

生活に
関すること

お金の
やりくり

社
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法
　
　
人 北
九
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
 門
司
区
事
務
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門
司
区
社
会
福
祉
協
議
会
）
〒
801-8510 北

九
州
市
門
司
区
清
滝
一
丁
目
１
-１（
門
司
区
役
所
内
）　
電
話（
093）331局

3688番
　
FA
X（
093）331局

5994番

全国民生委員児童委員連合会
会長表彰

北九州市民生委員児童委員協議会
会長表彰

社会福祉事業施設役職員表彰

北九州市社会福祉協議会会長表彰

九州社会福祉協議会連合会
会長表彰

民生委員・児童委員功労者表彰

社会福祉奉仕者表彰（感謝）（個人）

社会福祉協議会役職員

社会福祉奉仕者表彰（個人）

永年勤続民生委員・児童委員表彰
島本 喜多江（大里南）

安藤 セツ子、中嶋 美智子（西門司）
入倉 晶香、今林 優子（小森江西）
豊嶋 輝代（丸山）

特別感謝表彰
小森江東校区社会福祉協議会
古城校区社会福祉協議会
清見校区社会福祉協議会

有吉 嘉織（花かご保育園）
十時 竜太（養護老人ホーム清風園）

永年勤続民生委員・児童委員表彰
土井 聖子（萩ヶ丘）、岩本 富士夫
槇田 成美（丸山）、生野 智之(松ヶ江南)

福岡県社会福祉協議会会長表彰
社会福祉事業特別功労者（職員）

民生委員・児童委員特別功労者

石嶋 愛子（すみれ保育所）
東 真理子（藤松保育園）、濱﨑 ひろみ
永田 秀治（特別養護老人ホーム 清松園）
高橋 渉（天使育児園）

羽田野 浩美（錦町）

中洲 清高（丸山）

民生委員児童委員
木村 利恵（大里柳）

甲斐 義信、冨士永 和子、伊森 香代子
金山 喜久子、永尾 正一（西門司）
荘川 篤子（丸山）、岡本 一康（田野浦）
久鍋 真理子、井上 純子（松ヶ江北）

社会福祉奉仕者表彰（団体）
㈱ヒューマネクス リハプライド門司港

中尾 裕子、松尾 直之（藤松）、篠塚 久（大里南）
是則 宗孝、平　 国浩、嶋田 恵子
中野 佳津子（大里柳）、瀬戸 孝一（萩ヶ丘）
藤井 博文（丸山）、藤島 智子（門司）
増田 英司（古城）、中西 由美子（清見）
野口 糸子（伊川）、川村 眞由美（松ヶ江南）

元㈱SKK物流タグボート乗組員一同

※敬称は省略させていただきます。

（敬称略・順不同）

※敬称は省略させていただきます。【順不同】

【個人】　中洲　清高・栗原　久子・進　森太郎・田中　清美・久藤美恵子・横川美紀彦・秋成　武典・香川小夜子・冨来　憲章・小林久美子
　　　　藤島　智子・京極　義穂・森口　秀子・内藤　照子・白川　英文・猪原　啓介・内藤　房子・橋本　　隆・橋本千惠子

【団体】　株式会社 福田印刷・丸山校区社会福祉協議会・門司区青少年育成協議会連合会・門司区役所部課長会・門司区更生保護女性会
　　　　伊川校区社会福祉協議会・萩ヶ丘校区社会福祉協議会・萩ヶ丘校区自治連合会・萩ヶ丘まちづくり協議会・北九州市門司区医師会
　　　　門司保護区保護司会・北九州市保育所連盟門司支部・古城校区社会福祉協議会

令和3年9月から12月17日までにご加入いただいた方をご紹介します。

北九州市立年長者研修大学校

周望学舎・穴生学舎研修生募集

TEL（093）591-2626 FAX（093）591-2629

TEL（093）645-6688 FAX（093）645-6661

小倉北区新高田二丁目29-1

八幡西区鉄竜一丁目5-1

　北九州市立年長者研修大学校では、新年度の研
修生を募集します。 生きがい・健康・仲間づくりや
社会参加の方法を楽しく学びませんか

穴生
学舎

周望
学舎

※表彰者名簿に記載されている方を掲載しています。

※土日祝日は閉館

受講期間 令和4年4月～令和5年3月

受 講 料

応募資格

お問い合わせ

年間 24,000円 （半期ごとに12,000円）
※別途教材費など必要

北九州市内在住で、令和4年４月１日現在
60才以上の方

令和4年 1月17日（月）～2月21日（月）お申込み

仕事や生活、お金のやりくりなど様々な理由で
経済的にお困りの方のご相談をお聞きし、
各種関係機関と連携しながら、共に考え
それぞれの状況に応じた支援を行います。
ひとりで抱えこまずに、まずはご相談ください。

いのちをつなぐ
ネットワークコーナー

 （０９３） ３３１－１８８１
（内線495）

相談時間 8:30～17:15 （土日祝日・年末年始を除く）

令和3年9月から12月17日までにご寄附いただいた方をご紹介します。　　令和3年9月から12月17日までにご寄附いただいた方をご紹介します。　　

一般寄附

令和3年度 受賞おめでとうございます

仕事や生活などの困りごとを
共に考え支援します

ご寄附




